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１．農山漁村からはじまるSDGs

２．事例に学ぶ、５つの環境のための
農山漁村×SDGsビジネスモデル

「売れれば売れるほどエコ」モデル

• 原材料の調達や生産工程などを環境配慮型にすることで、商品や
サービスの提供といった事業活動自体が、そのままSDGsに貢献する
こととなるCSV型のビジネスモデル。

「もったいない」モデル
• これまで廃棄していたり、未利用だったものを活用し、環境配慮型の商
品や材料、資源等として活用し、マイナスやゼロからプラスを生み出す
ビジネスモデル。

「コミュニティサポート」モデル

• 環境に良い取組を、全国のファンや地元地域などでサポートし、「買
う」から「参加」への変化なども織り込みながら、安定的な販売等を行
うビジネスモデル。

「みんなで取り組む」モデル
• 環境ブランド化や大規模な販路の確保など、個別対応が容易でない
事業を、産地などが一体となって取り組み、生産者等の負担を軽減し
ながら、プラスの効果を生み出すモデル。

「多角化」モデル

• 農産物や加工品の販売などに加え、さまざまな体験やレクチャー、交流
人口の創出、電力などを生み出すことにより、新たな収入源を創出する
ビジネスモデル。
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３．事業性を高めるヒント

取組をスタートさせる際の工夫

高く売るための工夫

安定的に売るための工夫

コストを下げるための工夫

資金調達のための工夫

４．SDGs達成に向けたヒント

環境負荷の低減から、環境貢献へ

環境に良い“エコひいき”を

５．取組事例

６．参考情報
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出典：Stockholm Resilience Centre (illustrated by Johan Rockstorm and Pavan Sukhdev, 2016)に加筆
(https://www.stockholmresilience.org/research/research-news/2016-06-14-how-food-connects-all-the-sdgs.html)

Sustainable Development Goals - 持続可能な開発⽬標 - とは、世界が抱える問題を解決
し、持続可能な社会をつくるために世界各国が合意した17の⽬標と169のターゲットです。

17のゴールを階層化したとき、⾃然資本や環境は他のゴールの⼟台となります。⾃然資
本や環境から⽣み出される様々なものを活かすことで、私たちの社会は成り⽴っており、
それらを持続可能なものとしなければ、他のゴールの達成は望めません。

農林⽔産業・⾷品産業は、利益の源泉を⾃然資本や環境に⼤きく依存しており、持続的
に発展するためには、⾃然資本や環境を維持・向上させていく必要があります。

これらのことから、農林⽔産業・⾷品産業において、環境問題への対応は、もはやコス
トではなく、事業の成⻑・発展に不可⽋な要素となっています。つまり、これからの農林
⽔産業・⾷品産業は、経済的な成⻑と同時に環境や⾃然資本の管理・増⼤をめざしていく
べきといえます。

※⾃然資本（ナチュラルキャピタル）：⾃然環境を国⺠の⽣活や企業の経営基盤を⽀える重要な資本の
⼀つとして捉える考え⽅。森林、⼟壌、⽔、⼤気、⽣物資源など、⾃然によって形成される資本のこと。
詳しくはこちら
→https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/s_keizai_renkei.html
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